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a r自然、発生性への拝総J批判 - r何をなすべきか Jを中心比一


























































































































レーニンは 19 0 0年を境として， プノレジョア民主主義革命への志向から決別し，社会主義革
命を具.体的に自らの視野K入れてゆく。この中核となったのが，その党総識論であったO そして
















































それから離反することは， とりもなおさず，プノレジョア e イデオロギーをつよめることを意味す

















































b 国家論と教育@文化論一切 f国家と革命 Jを中心として-








































































































































































































求しているo 1 8 9 5年の『社会民主党車問事長草案と解説』は，
の獲得に集約し，種々のフツレジョア民主主義的安求を掲げているO




















1895---96年の f繊領草案J.1903年の[党鱗領J， 1 9 I 7年の[党綱領改訂資料J
における教育条項を比較してみると， レーニンのブノレジョア教育K対する見解が革命戦略の展開
の中で明確κ位壁付いていることが理解されうる。
1895....._96年においては前述した通りであるが， r1903年Jと i1 9 1 "1年Jについ
ては次の点で，すなわち， ①民族教育， ②宗教教育ーにおいてその差異が明確である。民族教
育氏関しては， 1913--14年比集中的托論じた方向が 19 1 7年綿j領κ受け継がれている。































































































の創造を自的として組織されたものJ(3)がプロレット。クリトであった。それは 19 1 7年-
1 9 2 0年む時期には「革命的労働者の全文化的活動を包括し，革命政府の特別の保護と援助を
-71-c-
伊奇えて発麗し，最盛期Kは 40万人をとえる民衆をみずからの活動Kひき入れた。 J ものであっ
す'-0
ポグダーノフらいわゆる「プペリヨート派Jの指導者を中心とするこのプロレットクリトは，

















ζ主将来の活動だけが，哀のプロレタ 1)ア文化の発展とみとめられる。 Js6) 
レーニ/VLとっては，この時期の課題は「プロレタリア文化の創造Jvcあるのではなく， プノレ
ジョア文化の[価値あるものjを金大衆K受け継がせることKあったのである。

























1 9 2 0年を一つの境として「フ‘ノレジョア文化jの継承を前面化したものであっアニ。
レーニンは，革命前Kおいて，フソレジョア民主主義(文化)を批判一一吸収一一批判とい
う形で論じており，その全般的基調は"フソレジョア文化の反動性の暴露といえるものであったつ
























































































































の[文化革命論Jが段階的であるといっても，レーニンそのものの変化を平板化し， 1 0 2 0年


































































































































































































































向わねばならない。マルクスが生産的労働 CProduktiveArbeit) を教育 CUnterricht)
と体育(Gy m n a s t i k )とK結合することが全面的に発達した人間Cvollseitigentwicke-
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